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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

 

背
景

　

病
院
以
外
で
心
臓
が
原
因
で
心
停
止
に
な
る
件
数
は
、
全
国
で
年
間
二
、

三
万
件
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
突
然
の
心
肺
停
止
を
起
こ
し
た
人
の
救
命

率
は
、
救
命
処
置
が
一
分
遅
れ
る
ご
と
に
約
10
％
の
割
合
で
低
下
し
ま
す
が
、

救
急
車
が
救
命
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
救
命
処
置
が
必
要
で
す
。
平
成
十
六
年
七
月
か
ら
は
、
一
般
の
方
で
も

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
活
用
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
一
般

の
方
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
施
率
は
３
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。「
平
成

二
十
四
年
版
救
急
救
助
の
現
況
」
に
よ
る
と
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
の
一
ヶ
月
後
の
生
存
率
は
約
10
・
３
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
は
45
・
１
％
で
す
。

 

目
的 

　

県
民
の
救
命
率
の
向
上
の
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
自
発
的
な
応
急
手
当
の
実
施
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
。

 

主
な
内
容 

《
県
の
取
組
》

・
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
県
の
施
設
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
県
の
施
設
に
お
い
て

は
設
置
場
所
及
び
使
用
方
法
を
表
示
す
る
。

《
学
校（
小
中
高
）に
お
け
る
取
組
》

・
学
校
の
教
職
員
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識
及
び

技
能
を
習
得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
公
立
学
校
の
新
任
教
諭
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
救

命
講
習
を
実
施
す
る
。

・
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識

及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
公
立
の
中
学
校
、
高
等
学
校
は
、
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
実
習
を
実
施
す
る
。

・
公
立
以
外
の
中
学
校
、
高
等
学
校
は
、
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
実
習
を
実

施
す
る
よ
う
努
め
る
。

《
県
民
の
取
組
》

・
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
場
合
は
率
先
し
て
応
急
手
当
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
。

・
大
規
模
な
集
客
を
伴
う
催
し
を
行
う
場
合
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
参
加

者
に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

《
事
業
者
の
取
組
》

・
従
業
員
に
対
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
習

得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
場
合
は
設
置

場
所
及
び
使
用
方
法
を
表
示
す
る

よ
う
努
め
る
。

　

こ
の
条
例
は
議
員
提
出
で
あ
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促

進
を
目
的
と
し
た
全
国
初
の
条
例
で

す
。
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
に
な

り
ま
し
た
。

「
茨
城
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
今
定
例
会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

6.  5 水 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

6 木 休会（議案調査）
7 金 休会（議案調査）
8 土
9 日

10 月 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

11 火
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、

議案常任委員会付託）
12 水 休会（常任委員会）
13 木 休会（常任委員会）

14 金 休会（通学児童生徒の安全確保に関する
　　　調査特別委員会）

15 土
16 日
17 月 休会（議事整理）

18 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成25年第2回定例会は、6月5日から
6月18日までの14日間の会期日程で開催される
予定です。

議
員
提
出

○
茨
城
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
普
及
促
進
に
関

す
る
条
例

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
四
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例

○
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等

臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
介
護
基
盤
・
処
遇
改
善
等
臨

時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
茨
城
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
関
係
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
国
等
が
行
う
土
地
改
良
事
業
に
対
す

る
市
町
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
霞
ケ
浦
常
南
、
霞
ケ
浦
湖
北
、
霞
ケ

浦
水
郷
、
那
珂
久
慈
、
利
根
左
岸
さ

し
ま
、
鬼
怒
小
貝
及
び
小
貝
川
東
部

流
域
下
水
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
に
係
る
関
係
市
町
村
の
負
担
額

に
つ
い
て
（
平
成
二
十
五
年
度
当
初

分
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て（
萱

丸
地
区
戸
建
住
宅
用
地
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て（
茨

城
県
開
発
公
社
貸
付
地
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市

町
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
国
及
び
県
等
が
行
う
土
地
改
良
事
業

に
対
す
る
市
町
村
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市

町
村
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
霞
ケ
浦
常
南
、
霞
ケ
浦
湖
北
、
霞
ケ

浦
水
郷
、
那
珂
久
慈
、
利
根
左
岸
さ

し
ま
、
鬼
怒
小
貝
及
び
小
貝
川
東
部

流
域
下
水
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
に
係
る
関
係
市
町
村
の
負
担
額

に
つ
い
て
（
平
成
二
十
四
年
度
補
正

分
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
（
中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金
貸
付
金
）

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
（
県
立
中
央

病
院
の
診
療
料
等
）

○
平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県
公
営
企
業

会
計
に
係
る
資
本
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年

目
の
三
月
十
一
日
、
県
庁
講
堂
に

お
い
て
東
日
本
大
震
災
二
周
年
追

悼
・
復
興
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
列
し
た
白
田
信
夫
県
議
会
議

長
は
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
言
葉

と
と
も
に
、「
震
災
の
経
験
・
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次

の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
と
と

も
に
、
今
後
の
大
規
模
な
自
然
災

害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
体
制
の

強
化
や
大
規
模
な
訓
練
の
実
施
な

ど
総
合
的
な
防
災
・
危
機
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
、
県
民
の
暮
ら

し
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
郷
土

の
豊
か
な
未
来
づ
く
り
を
目
指
し
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
復
興
に
向
け
た
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
二
周
年
追
悼
・
復
興
祈
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

追悼の辞を述べる白田信夫議長

条例の提案説明を行う菊池敏行議員

AED（自動体外式除細動器）


